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             結論 
  

本アンケート結果は、女性が男性に比べ、少人数で、
身分が低く、任期付ポストが多く、任期は短く、研究費
が少なく、大学院卒も少ない。つまり、生理学分野に男
女不平等が存在することを示している。 
 

ただ、若い女性の割合が増えていることから、未来に
希望が感じられる。 
 

しかし、自由回答は、男女不平等の認識が、女性は高
いが、男性は低いことを示した。この男女間の認識の
違いをどうすれば解決できるか、検討の必要がある。 
 


